
（1）　2022（令和４）年 9月 20日発行 第 2 7 4 号（一社）神奈川県造園業協会報

発　 行　 所
一 般 社 団 法 人

神奈川県造園業協会
横浜市中区常盤町2－10

伸光ビル２階〒231－0014
  電話（045）662－8793  　　　　　　662－1767
  FAX（045）662－4381

http://www.kanagawazoen.or.jp

　

第
四
十
八
回　
　

神
奈
川
県

造
園
業
協
会
通
常
総
会
が
五
月

二
十
七
日
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル

ヨ
コ
ハ
マ
に
於
い
て
出
席
者

九
十
八
名
委
任
状
二
百
二
十
名

の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

玉
井
副
会
長
の
司
会
で
始
ま

り
原
副
会
長
の
開
会
の
言
葉
、

続
い
て
松
倉
会
長
挨
拶
後
に
、

第
四
十
六
回
会
長
表
彰
が
行
わ

れ
、
技
能
功
労
者
六
名
を
代
表

し
て
栗
原
造
園　

栗
原
勉
様
、

優
秀
技
能
者
二
十
二
名
を
代
表

し
て
奈
良
造
園
土
木
㈱　

平
塚

滿
里
子
様
、
青
年
優
秀
技
能
者

一
名
㈱
港
南
植
木
ガ
ー
デ
ン　

笠
原
隼
也
様
に
記
念
品
、
賞
状

が
松
倉
会
長
よ
り
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
益
々
の
ご
活
躍

を
ご
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

続
い
て
、
定
款
第
十
七
条
二

の
規
定
に
よ
り
松
倉
会
長
が
議

長
に
選
出
さ
れ
第
一
号
議
案
令

和
三
年
度
収
支
決
算
報
告
及
び

監
査
報
告
が
一
括
審
議
さ
れ
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
第
二
号
議
案
会
費

の
改
定
（
令
和
五
年
度
よ
り
年

会
費
四
万
八
千
円
）
が
審
議
さ

れ
、
反
対
六
名
、
棄
権
二
名
、

賛
成
多
数
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

次
い
で
、
報
告
事
項
（
一
）

令
和
三
年
度
事
業
報
告
が
一
括

報
告
さ
れ
、
次
に
（
二
）
令
和

四
年
度
事
業
計
画
（
三
）
令
和

四
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て
報

告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
川
田
副
会
長
の
閉

会
の
言
葉
で
通
常
総
会
は
終
了

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
も
「
み
ど
り
を

創
り
、
育
て
る
」
集
い
に
つ
い

て
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
」
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
中

止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

松
倉
会
長
挨
拶

　

本
日
の
第
四
十
八
回
通
常
総

会
を
三
年
ぶ
り
に
参
加
型
で
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
変
ご
多
用
の
中

会
員
の
皆
様
に
多

数
ご
臨
席
賜
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
本
日
の

総
会
審
議
で
は
二

つ
の
議
決
案
件
と

三
つ
の
報
告
事
項

に
つ
い
て
、
皆
様

の
ご
意
見
を
伺
い

「
神
奈
川
県
造
園
業

協
会
の
在
り
方
」
並
び
に
更
な

る
事
業
運
営
の
推
進
に
つ
い
て

ご
審
議
を
頂
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

厳
し
い
経
営
環
境
の
中
で
、

神
奈
川
県
造
園
業
協
会
は
緑
の

専
門
事
業
者
と
し
て
、
協
会
の

使
命
で
あ
る
造
園
・
緑
化
事
業

の
健
全
な
発
展
と
、
都
市
環
境

の
整
備
及
び
都
市
緑
化
を
積
極

的
に
進
め
て
参
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　

神
奈
川
県
造
園
業
協
同
組
合

通
常
総
会
が
五
月
二
十
七
日
、

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル
ヨ
コ
ハ
マ
に

於
い
て
出
席
者
三
十
一
名
委
任

状
百
二
十
一
名
の
も
と
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

川
田
理
事
長
の
挨
拶
後
、
石

井
議
長
の
も
と
、
第
一
号
議
案

令
和
三
年
度
会
務
報
告
及
び
事

業
報
告
、
第
二
号
議
案
令
和
三

年
度
収
支
決
算
報
告
及
び
監
査

報
告
が
一
括
審
議
さ
れ
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
、
続
い
て
、
第

三
号
議
案
令
和
四
年
度
事
業
計

画
（
案
）
及
び
第
四
号
議
案
令

和
四
年
度
予
算
（
案
）
が
一
括

審
議
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

神
奈
川
県
造
園
業
協
会
労

働
保
険
事
務
組
合
通
常
総
会
が

五
月
二
十
七
日
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー

ル
ヨ
コ
ハ
マ
に
於
い
て
出
席
者

十
四
名
委
任
状
三
十
二
名
の
も

と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
島
事
務
局
長
の
司
会
で
始

ま
り
、
岸
会
長
が
挨
拶
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
則
第
十
五
条
三
項
の
規
定

に
よ
り
、
岸
会
長
が
議
長
に
選

出
さ
れ
、
第
一
号
議
案
令
和
三

年
度
事
業
報
告
、
次
に

第
二
号
議
案
令
和
三
年

度
決
算
報
告
及
び
監
査

報
告
が
審
議
さ
れ
、
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
報
告
事
項

令
和
四
年
度
事
業
計

画
、
次
に
令
和
四
年
度

収
支
予
算
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

（　）一社

（　）一社

　

以
上
で
本
日
予
定
さ
れ
た
議

事
の
審
議
及
び
報
告
事
項
が
終

了
し
、
総
会
は
滞
り
な
く
閉
会

し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
が
開

か
れ
、
和
や
か
な
ひ
と
と
き
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
と
こ
ろ
労
災
事
故
が
多

発
し
て
お
り
ま
す
。
無
事
故
で

安
心
な
職
場
で
あ
り
ま
す
よ

う
、
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　 

神
奈
川
県
造
園
業
協
会

　
　
労
働
保
険
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　
通
常
総
会
開
催

　

以
上
で
通
常
総
会
は
終
了

し
、
そ
の
後
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
和
や
か
な
ひ
と
と
き
と
な
り

ま
し
た
。

川
田
理
事
長
挨
拶

　

三
年
ぶ
り
に
「
書
面
表
決
」

で
は
な
く
、
令
和
四
年
通
常
総

会
を
こ
こ
に
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
平
素
よ

り
組
合
の
事
業
運
営
に
対
し
ま

し
て
格
別
の
ご
支
援
ご
指
導
を

賜
り
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

　

現
在
、
保
険
料
支
払
い
等
組

　
神
奈
川
県
造
園
業
協
会

　
　
第
四
十
八
回
　
通
常
総
会
開
催

（　）一社

　

造
園
業
界
の
発
展
の
た
め
に

は
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
技

能
・
技
術
の
向
上
と
承
継
、
と

り
わ
け
少
子
高
齢
化
が
進
展
す

る
中
、
次
代
を
担
う
造
園
人
の

養
成
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

行
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
存

じ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
皆
様
と
手
を

携
え
て
公
園
緑
地
、
庭
園
、
県

域
青
年
の
三
部
会
と
、
総
務
・

厚
生
、
教
育
研
修
、
情
報
、
樹

木
・
資
材
の
四
委
員
会
の
更
な

る
活
性
化
を
図
り
、
造
園
業
界

で
働
く
人
々
が
自
信
を
持
て
る

将
来
と
希
望
が
実
感
で
き
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
進
め
て
参
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
皆
様
方
の
一
層
の
ご

支
援
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

技能功労者　栗原勉氏

優秀技能者　平塚滿里子氏

青年優秀技能者　笠原隼也氏

合
の
保
険
業
務
に
つ
き
ま
し

て
、
皆
様
の
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
円
滑
に
運
営
さ
れ
て
お

神
奈
川
県
造
園
業
協
同
組
合

　
　
令
和
四
年
通
常
総
会
開
催

松倉会長挨拶

り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

労
働
災
害
に
対
す

る
関
心
と
対
策
が
強

く
求
め
ら
れ
て
お

り
、
今
後
も
共
済
制

度
並
び
に
総
合
補
償

制
度
の
充
実
強
化
に

向
け
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
皆

様
一
層
の
お
力
添
え

と
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と

致
し
ま
す
。

川田理事長挨拶

岸会長挨拶

（　）一社
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頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

最
後
に
皆
様
方
の
一
層
の
ご

支
援
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

は
、
二
年
後
に
川
崎
市
で
全
国

都
市
緑
化
フ
ェ
ア
が
開
催
さ

れ
、
そ
の
三
年
後
に
は
横
浜
に

て
Ａ
1
ク
ラ
ス
の
国
際
園
芸
博

覧
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

非
常
に
こ
れ
か
ら
の
神
奈
川
県

内
の
盛
り
上
が
り
に
期
待
し
て

八
百
七
十
社
あ
り
、
当
支
部
は

現
在
五
十
三
社
で
、
東
京
都
支

部
五
十
五
社
に
次
い
で
会
員
数

の
多
い
支
部
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
街
路
樹
剪

定
士
に
お
い
て
は
、
現
在

千
百
八
十
八
名
合
格
者
を
輩
出

し
て
全
国
一
多
い
支
部
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

私
も
支
部
長
を
務
め
早
四
年

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
二
年
間
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
で
い
ろ
い
ろ

な
イ
ベ
ン
ト
が
ほ
と
ん
ど
中
止

と
な
り
支
部
活
動
が
思
う
よ
う

に
い
か
な
か
っ
た
の
が
非
常
に

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
街

路
樹
剪
定
士
認
定
講
習
会
は
、

一
昨
年
は
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
昨
年
は
技
術
委
員
会
の
努

力
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ち
な
み
に
合
格
率

48
％
位
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
少
し
ず
つ
で
も
通
常

な
事
業
活
動
が
で
き
る
こ
と
を

望
ん
で
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
経
営
者
、
業
界

が
か
か
え
る
問
題
点
と
し
て
、

従
業
員
の
確
保
、
熟
練
技
能
者

の
確
保
、
担
い
手
の
育
成
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
業
界
全
体

で
少
し
で
も
担
い
手
を
育
成
で

き
る
環
境
を
整
え
、
他
業
種
、

他
業
界
に
負
け
な
い
よ
う
改
革

を
行
い
、
皆
様
と
情
報
を
共
有

し
て
魅
力
あ
る
業
界
発
展
が
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て

　

五
月
二
十
七
日
第
四
十
六
回

通
常
総
会
が
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル

ヨ
コ
ハ
マ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
々
木
総
務
委
員
長
の
司
会

で
始
ま
り
、
田
澤
副
支
部
長
の

開
会
の
言
葉
、
田
口
支
部
長
挨

拶
の
後
、
支
部
規
定
に
よ
り
田

口
支
部
長
が
議
長
に
選
出
さ

れ
、
第
一
号
議
案
令
和
三
年
度

会
務
報
告
及
び
事
業
報
告
、
第

二
号
議
案
令
和
三
年
度
収
支
決

算
報
告
及
び
監
査
報
告
が
一
括

審
議
さ
れ
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
第
三
号
議
案
役
員
の

選
任
が
行
わ
れ
、
支
部
規
定
に

よ
り
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、報
告
事
項
と
し
て
、

令
和
四
年
度
事
業
計
画
、
令
和

四
年
度
収
支
予
算
が
報
告
さ

れ
、
内
田
副
支
部
長
の
閉
会
挨

拶
で
通
常
総
会
は
終
了
し
ま
し

た
。田

口
支
部
長
挨
拶

　

本
日
の
神
奈
川
県
支
部
通
常

総
会
に
ご
出
席
頂
き
ま
し
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　

　

日
造
協
は
全
国
都
道
府
県

に
四
十
七
支
部
、
会
員
数
約

　 

日
本
造
園
建
設
業
協
会

　
　
神
奈
川
県
支
部

　
第
四
十
六
回
通
常
総
会
開
催

（　）一社

　
　

日
本
造
園
建
設
業
協
会
神

奈
川
県
支
部
主
催
の
「
第
十
五

回
か
な
が
わ
街
路
樹
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
」
表
彰
式
が
五
月

二
十
七
日
、
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル

ヨ
コ
ハ
マ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
十
五
回
目
を
数
え
、

一
三
四
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
藤
井
英
二
郎
千
葉
大
学
名

誉
教
授
、
大
河
原
雅
彦
元
神
奈

川
新
聞
写
真
部
長
、
田
口
支
部

長
他
の
審
査
員
に
よ
り
最
優
秀

賞
・
優
秀
賞
各
一
点
、
入
選
五

点
、
佳
作
十
点
、
特
別
賞
と
し

て
神
奈
川
県
知
事
賞
、
神
奈
川

県
議
会
議
長
賞
、
十
九
作
品
が

選
定
さ
れ
、
表
彰
式
で
は
、
大

河
原
審
査
委
員
よ
り
各
賞
の
講

評
が
述
べ
ら
れ
、
続
い
て
表
彰

式
に
移
り
、
田
口
支
部
長
よ

り
、「
見
頃
の
並
木
」
最
優
秀

賞
を
齊
藤
芳
正
氏
、「
ベ
ニ
バ

ナ
ト
チ
ノ
キ
咲
く
道
」
優
秀
賞

を
清
田
道
子
氏
に
、
続
き
各
賞

に
賞
状
と
賞
金
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
齊
藤
氏
の
作
品
は
、「
日

ご
ろ
見
慣
れ
て
い
る
風
景
な
の

だ
ろ
う
か
。
さ
く
ら
の
並
木
道

と
知
っ
て
、
時
期
と
撮
影
ポ
イ

ン
ト
を
十
分
に
考
え
て
撮
影
さ

れ
た
の
が
作
品
か
ら
伺
え
る
。

写
真
に
は
光
が
な
い
と
ダ
メ
な

ん
で
す
。
も
ち
ろ
ん
真
っ
暗
闇

な
ら
写
ら
な
い
。
こ
れ
は
見
頃

の
並
木
、
光
の
具
合
も
大
変
良

い
。

　

花
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
よ

う
に
光
が
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

画
面
の
左
は
桜
満
開
の
周
囲
の

風
景
を
見
せ
て
い
ま
す
。
満
開

の
桜
並
木
、
青
空
、
そ
し
て
人

物
が
景
観
の
ス
ケ
ー
ル
を
教
え

て
く
れ
て
い
ま
す
。」
と
選
評

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
国
土
交
通
省
関
東

地
方
整
備
局
横
浜
並
び
に
相
武

国
道
事
務
所
、
神
奈
川
県
・
横

浜
市
・
川
崎
市
・
神
奈
川
新
聞

社
、
テ
レ
ビ
神
奈
川
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

横
浜
放
送
局
の
後
援
を
得
て

「
第
十
六
回
か
な
が
わ
街
路
樹

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
作
品

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
多

数
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

「
第
十
五
回
か
な
が
わ
街
路
樹

　
　
　
　
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

　
　
　
　
　
　
　
　
表
彰
式
開
催

役員名 氏名 会社名

支部長 田口　正典 ㈱田口園芸

副支部長 岩井　雅彦 サカタのタネ
グリーンサービス㈱

〃 内田　卓弘 ㈱内田造園

常任幹事（総務） 岡部　一郎 ㈱東開造園土木

常任幹事（技術） 石川　正典 ㈱植藤

常任幹事（事業） 田口　英明 田口園芸㈱

幹事 生駒　武則 生駒造園土木㈱

〃 桑原　宣基 湘南造園㈱

〃 小島　貴洋 小島造園㈱

〃 佐々木　伸 横浜植木㈱

〃 土志田　淳 横浜庭苑㈱

〃 冨田　　改 ㈱湘南グリーン
サービス

〃 藤巻　慎司 藤造園建設㈱

〃 山田　義朝 ㈱村瀬造園

〃 渡邊　秀一 横浜植木㈱

監事 青木　洋一 奈良造園土木㈱

〃 木村　義広 ㈱木村植物園

　

神
奈
川
県
造
園
業
協
会
と
日

本
造
園
建
設
業
協
会
神
奈
川
県

支
部
共
同
で
、
六
月
十
日
に
自

由
民
主
党
神
奈
川
県
支
部
連
合

会
・
自
由
民
主
党
神
奈
川
県
議

会
議
員
団
へ
、
継
続
要
望
五
項

目
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

　

要
望
事
項
と
し
て
、
継
続
要

望
①
都
市
公
園
の
再
整
備
、
緑

地
の
保
全
、
緑
化
の
積
極
的
な

推
進
を
実
現
す
る
た
め
緑
化
関

連
公
共
事
業
予
算
の
確
保
・
増

加
と
受
注
機
会
の
確
保
②
造
園

に
関
わ
る
整
備
及
び
維
持
工
事

は
分
離
し
、
指
定
建
設
業
種
で

あ
る
造
園
専
門
事
業
者
に
発
注

を
、
ま
た
、
造
園
技
能
士
等
各

種
資
格
所
有
者
の
在
籍
し
て
い

る
業
者
へ
の
発
注
③
一
般
社
団

法
人
日
本
造
園
建
設
業
協
会
認

定
の
街
路
樹
剪
定
士
の
積
極
的

活
用
と
街
路
樹
剪
定
士
を
下
請

け
で
は
な
く
元
請
け
の
条
件
と

し
て
仕
様
書
の
明
記
④
「
明
治

田口支部長挨拶

「
み
ど
り
行
政
に
関
す
る
要
望
書
」

　
　
　
　
継
続
五
項
目
～
提
出

記
念
大
磯
邸
園
」
整
備
に
お
け

る
神
奈
川
県
と
し
て
の
積
極
的

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
⑤
校
庭

及
び
園
庭
の
芝
生
化
の
推
進
並

び
に
グ
ラ
ン
ド
基
盤
の
整
備
を

図
る
た
め
の
助
成
措
置
と
芝
生

化
工
事
及
び
維
持
管
理
工
事

の
造
園
専
門
業
者

へ
の
発
注
に
つ
い

て
、
造
園
業
界
の

大
変
厳
し
い
現
状

を
ふ
ま
え
て
要
望

事
項
の
実
現
に
向

け
て
強
く
申
し
入

れ
ま
し
た
。

　

ヒ
ア
リ
ン
グ
の

中
で
芝
生
化
の
進

捗
状
況
及
び
維
持

管
理
の
必
要
性
並

び
に
維
持
管
理
予

算
に
つ
い
て
質
疑

が
さ
れ
、
施
工
済

み
箇
所
の
維
持
管

理
予
算
確
保
の
要

要望書の提出

望
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
除

草
の
発
注
状
況
に
つ
い
て
、
河

川
除
草
は
現
在
土
木
発
注
と

な
っ
て
い
る
が
造
園
発
注
に
し

て
ほ
し
い
と
要
望
。

　

委
託
業
務
で
最
低
制
限
価
格

の
な
い
案
件
に
つ
い
て
、
最
低

制
限
価
格
を
設
け
て
欲
し
い
と

要
望
。

　

最
後
に
造
園
業
会
と
連
携
し

て
一
緒
に
行
動
し
て
い
き
た
い

と
の
論
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

最優秀賞を受賞した
齊藤芳正氏

最優秀賞「見頃の並木」

大河原審査委員より講評

（　）一社

一般社団法人 日本造園建設業協会 神奈川県支部 役員
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八
月
八
日
か
な
が
わ
労
働
プ

ラ
ザ
に
於
い
て
一
・
二
級
造
園

技
能
士
学
科
講
習
会
を
教
育
研

修
委
員
四
人
の
講
師
に
よ
り
午

前
・
午
後
に
わ
た
り
教
本
造
園

施
工
必
携
と
サ
ブ
テ
キ
ス
ト
を

級
五
十
五
名
、二
級
六
十
九
名
、

三
級
三
十
四
名
計
百
五
十
八
名

が
受
験
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
実
技
試
験
は
二
日
間

と
も
猛
暑
と
な
り
ま
し
た
が
、

熱
中
症
に
罹
る
受
験
者
も
な

く
、
検
定
員
・
補
佐
員
の
見
守

る
中
、
こ
れ
ま
で
の
研
鑚
と
日

頃
培
っ
た
技
を
発
揮
す
べ
く
、

一
心
不
乱
に
作
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
と

併
せ
て
熱
中
症
対
策
と
し
て
途

中
十
分
の
休
憩
を
二
回
と
り
、

ま
た
、
受
講
者
に
塩
あ
め
を
配

布
し
ま
し
た
。

　
実
技
検
定
試
験

　

七
月
三
十
日
か
ら
七
月

三
十
一
日
迄
の
二
日
間
実
技
検

定
試
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
検
定
受
験
者
は
、
一

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
要
素
模
擬
試
験
で
は

試
験
結
果
に
一
喜
一
憂
し
、
要

素
の
解
説
に
真
剣
に
耳
と
目
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、今
年
も
二
十
六
日
・

二
十
七
日
の
二
日
間
追
加
講
習

を
開
き
、
一
級
十
五
名
、
二
級

六
名
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
天
候
の
悪
い
日
が
続

き
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

　
実
技
講
習
会

　

七
月
十
六
日
か
ら
十
九
日
迄

の
４
日
間
横
浜
農
協
き
た
地
区

営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
級
四
十
七
名
、
二
級

三
十
二
名
、
三
級
一
名
が
受
講

し
、
十
一
名
の
指
導
員
の
熱
心

な
指
導
を
受
け
猛
暑
の
中
、
大

汗
を
か
き
な
が
ら
一
生
懸
命
取

　

協
会
の
一
大
事
業
で
あ
る
実

技
講
習
会
、
技
能
検
定
実
技
試

験
、
学
科
講
習
会
も
無
事
終
了

し
、
関
係
者
の
皆
様
の
ご
尽

力
と
ご
苦
労
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
実
技
講
習

会
で
の
小
島
県
域
青
年
部
会

副
部
会
長
は
じ
め
ご
支
援
を

頂
い
た
青
年
部
の
皆
様
に
も

併
せ
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

基
に
熱
心
に
講

義
が
行
わ
れ
一

級
十
五
名
、
二

級
二
十
名
計

三
十
五
名
の
受

講
生
が
真
剣
に

メ
モ
を
取
っ
て

い
ま
し
た
。

技能検定１級課題モデル

技能検定３級課題モデル

技能検定１級実技講習会

技能検定樹種判定模擬試験

技能検定１級実技試験

技能検定会場設営

技能検定２級課題モデル

技能検定実技講習会朝礼

技能検定２級実技講習会

技能検定実技試験開会式　松倉会長挨拶

　
令
和
四
年
度

　
造
園
技
能
士
実
技
講
習
会
・
技
能
検
定
実
技
試
験
・
学
科
講
習
会
開
催

技能検定３級実技試験 技能検定２級実技試験

一・二
級
造
園
技
能
士

学
科
講
習
会
を
開
催

学科講習会
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川
県
立
横
須
賀
工
業
高
等
学
校

で
育
て
た
ポ
ッ
ト
芝
を
頂
き
ま

し
た
。
各
学
校
の
生
徒
さ
ん
他

先
生
及
び
関
係
者
で
植
付
け
を

実
施
す
る
事
と
な
り
ま
す
。

　

横
浜
国
際
高
等
学
校
で
は
７

月
12
日
に
土
壌
改
良
工
を
行

い
、
７
月
20
日
に
ポ
ッ
ト
芝
の

植
え
付
け
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
高
校
は
す
で
に
約
４
，

５
０
０
㎡
程
度
の
芝
生
化
し
た

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
有
し
て
い
ま
す

が
、
部
活
等
の
激
し
い
利
用
で

約
５
０
０
㎡
の
芝
地
が
擦
り
切

れ
裸
地
し
て
い
る
状
況
で
、
そ

の
箇
所
の
土
壌
改
良
を
行
い
芝

生
化
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

固
結
し
た
土
壌
へ
改
良
材
の
散

布
を
行
い
耕
運
し
整
地
し
た
床

　

神
奈
川
県
造
園
業
協
会
公
園

　

緑
地
部
会
の
校
庭
芝
生
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、
今

年
度
も
神
奈
川
県
教
育
委
員
会

よ
り
依
頼
を
受
け
県
内
高
等
学

校
の
２
校
の
芝
生
化
を
行
い
ま

す
。

　

今
回
は
横
浜
市
の
神
奈
川
県

立
横
浜
国
際
高
等
学
校
及
び
三

浦
市
の
神
奈
川
県
立
三
浦
初
声

高
等
学
校
の
２
校
と
な
り
ま

す
。

　

両
校
と
も
事
前
に
芝
生
化
す

る
土
壌
の
分
析
を
行
い
、
分
析

結
果
を
も
と
に
適
し
た
工
法
で

土
壌
改
良
の
計
画
を
立
て
実
施

し
て
い
き
ま
す
。
芝
生
は
バ

ミ
ュ
ー
ダ
グ
ラ
ス
の
テ
ィ
フ
ト

ン
ポ
ッ
ト
芝
を
使
用
し
、
神
奈

は
八
月
十
日
ま
で
に
、
二
月
開

催
申
込
は
一
月
五
日
ま
で
に
申

込
下
さ
い
。

■
街
路
樹
剪
定
士
資
格
更
新

　
研
修
会
及
び
認
定
研
修
会

　
日
造
協
神
奈
川
県
支
部

　
「
街
路
樹
剪
定
士
資
格
更
新

研
修
会
」
は
、
毎
年
九
月
に
神

奈
川
県
支
部
主
催
で
開
催
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
を
図
る
た
め
、　

日
本
造

園
建
設
業
協
会
本
部
が
全
国
一

括
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
映
像
講
義
に
よ

る
）
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
開
催
時
期
は
10
月
か

長
、
平
成
二
十
六
年
の

小
山
副
会
長
、
平
成

二
十
八
年
の
古
川
理
事

に
次
ぐ
五
度
目
の
慶
事

と
な
り
協
会
の
四
十
八

年
の
歩
み
が
評
価
さ
れ

て
き
た
賜
物
で
し
ょ
う
。

　

大
胡
周
一
郎
氏
は
、
理
事
・

副
会
長
と
し
て
通
算
二
十
年
間

協
会
の
運
営
に
積
極
的
に
参
画

し
、
協
会
運
営
の
合
理
化
・
電

子
化
や
基
盤
整
備
に
尽
力
す
る

と
と
も
に
、
業
界
の
発
展
に
多

大
な
尽
力
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
胡
周
一
郎
氏
は
、「
こ
の

た
び
は
、
神
奈
川
県
造
園
業
協

会
の
ご
推
薦
に
よ
り
、
は
か
ら

ず
も
旭
日
双
光
章
受
章
の
栄
誉

に
浴
し
ま
し
た
こ
と
は
、
身
に

■
病
害
虫
防
除
講
習
会

　

協
会
と
神
奈
川
県
農
業
技
術

セ
ン
タ
ー
病
害
虫
防
除
部
・
神

奈
川
県
植
木
連
合
会
と
共
催

で
、
例
年
七
月
と
二
月
の
年
二

回
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
も
昨
年
度
と
同
様
に
、

九
月
二
十
二
日
の
午
前
、
午
後

の
二
回
と
翌
年
の
二
月
九
日
の

午
前
、
午
後
の
二
回
の
四
回
開

催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
開
催
会
場
は
全
て
神
奈
川

県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
多
目
的

ホ
ー
ル
に
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
参
加
申
込
を
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。
九
月
開
催
申
込

　

当
協
会
の
大
胡
周
一
郎
氏
が

こ
の
度
、
春
の
叙
勲
で
令
和
四

年
四
月
二
十
九
日
旭
日
双
光
章

を
受
章
し
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
今
回
の
皇
居
に

お
け
る
拝
謁
並
び
に
国
土
交
通

省
に
お
け
る
伝
達
式
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の

観
点
か
ら
中
止
と
な
り
ま
し

た
。

　

平
成
二
十
年
の
鈴
木
会
長
、

平
成
二
十
二
年
の
石
川
副
会

　

神
奈
川
県
造
園
業
協
会　

公

園
緑
地
部
会　

技
術
研
修
委
員

会
で
は
今
年
度
６
回
程
度
で
造

園
業
に
必
要
な
資
格
及
び
講
習

会
の
実
施
計
画
を
立
て
て
い
ま

土
へ
生
徒
含
め
約
40
名
の
生
徒

達
が
３
，０
０
０
ポ
ッ
ト
の
ポ
ッ

ト
芝
の
植
え
付

け
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

テ
ィ
フ
ト
ン

の
成
長
は
早
く

約
1
か
月
半
程

度
で
被
覆
し
て

く
れ
る
だ
ろ
う

と
予
想
し
て
い

ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
の

養
生
期
間
学
校

側
へ
除
草
、
刈

込
、
肥
料
、
散

水
等
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
定
期
的

に
行
い
早
く
芝

生
化
し
た
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
利
用

し
て
も
ら
え
る

よ
う
協
力
し
て

す
。

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

に
よ
り
講
習
会
の
実
施
を
見
送

り
ま
し
た
が
、
今
年
度
も
コ
ロ

ナ
禍
と
な
り
ま
す
が
、
㈱
ｎ
ｅ

ｘ
ｔ
Ｐ
Ｃ
Ｔ
（
旧
Ｉ
Ｈ
Ｉ
技

術
研
修
所
）
の
協
力
を
仰
ぎ

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
１
回
目
と
し
て
５

／
９
に
定
員
30
名
で
刈
払
機

安
全
衛
生
教
育
を
実
施
し
ま

し
た
が
、
反
響
が
大
き
く
２

回
目
の
開
催
要
望
が
あ
っ
た

為
６
／
６
に
２
回
目
の
刈
払

「
公
園
緑
地
部
会
活
動
報
告
」

 

刈
払
機
安
全
衛
生
教
育
講
習
会
を
開
催

公
園
緑
地
部
会
　
技
術
研
修
委
員
長
　
冨
永
　
淳
司

　

令
和
４
年
度
校
庭
芝
生
化
事
業

公
園
緑
地
部
会
　
技
術
研
修
委
員
長
　
冨
永
　
淳
司

余
る
光
栄
で
、
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
の

た
び
の
受
章
は
私
個
人
の
も
の

で
は
な
く
一
般
社
団
法
人
神
奈

川
県
造
園
業
協
会
や
私
た
ち
造

園
業
者
の
活
動
が
広
く
社
会
に

認
め
て
い
た
だ
い
た
証
で
す
。

私
は
代
表
し
て
い
た
だ
く
わ
け

で
、
こ
の
慶
び
は
会
員
の
皆
様

と
共
に
分
か
ち
合
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

さ
て
現
在
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
る
地
球
温
暖
化
防
止

等
環
境
改
善
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
等
多
く
あ

り
ま
す
が
、
私
達
緑
に
か
か
わ

る
こ
と
の
出
来
る
唯
一
誇
れ
る

業
種
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
章
を
期
に
尚
い
っ

そ
う
精
進
し
て
ま
い
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
従
前
に
も

ま
し
て
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。」
と
慶
び

を
語
ら
れ
ま
し
た
。

ら
1
月
の
適
切
な
時
期
を
予
定

し
て
い
る
と
の
報
告
を
受
け
て

お
り
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
度
更
新
者
及

び
有
効
期
限
切
れ
の
方
（
期

限
超
過
3
年
ま
で
）
に
は
、

本
部
よ
り
一
律
で
受
講
用
の

Ｉ
Ｄ
・
Ｐ
Ｗ
が
送
付
さ
れ
ま

す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
本
部
に
問
合
せ
下
さ
る
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
０
３
・
５
６
８
４
・
０
０
１
１
）

　
「
街
路
樹
剪
定
士
認
定
研
修

会
」に
つ
き
ま
し
て
は
、令
和
四

年
十
月
十
九
・
二
十
日
の
二
日

間
、
神
奈
川
県
支
部
主
催
で
開

催
（
座
学
・
学
科
試
験
・
実
技

試
験
）を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

お

知

ら

せ

表
彰
コ
ー
ナ
ー

 
　
神
奈
川
県
造
園
業
協
会

　
大
胡
周
一
郎
氏
が

　
旭
日
双
光
章
を
受
章
す
る

機
安
全
衛
生
教
育
の
実
施
を
行

い
ま
し
た
。共
に
１
回
目
30
名
、

２
回
目
31
名
と
多
く
の
協
会
員

に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

今
後
、「
自
由
研
削
と
い
し

の
取
替
え
」（
８
／
19
）、「
フ

ル
ハ
ー
ネ
ス
作
業
」（
９
／
16
）

予
定
、「
伐
木
等
の
業
務
」（
９

／
27
～
９
／
29
）
予
定
、「
高

植付け後16日目　8/5　ポット芝は大き
くなっているが同時に雑草も繁茂。除
草、刈込の指導を実施しました。

植付け状況＊遅れて参加した為
生徒たちは撤収していました。

植付け直後　7/20 土壌改良状況

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

続
け
て
三
浦
初
声
高
等
学
校

の
芝
生
化
も
実
施
予
定
と
な
り

ま
す
。

所
作
業
車
運
転
技
能
講
習
」

（
11
／
28
～
29
）
予
定
の
実
施

計
画
を
し
て
い
ま
す
。

　

昨
今
、
法
改
定
に
よ
り
資
格

内
容
も
変
化
し
て
お
り
当
部
会

で
は
情
報
発
信
及
び
講
習
会
を

継
続
的
に
実
施
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

講習会参加状況　定員30名
参加者31名

講習会参加状況　定員30名
参加者31名

横浜国際高等学校芝生化
２回目　刈払機安全衛生教育

講習会参加状況　定員30名
参加者30名

北村副部会長　挨拶

１回目　刈払機安全衛生教育

（　）一社

（　）一社
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庭
守
　
今
後
の
活
動
場
所

　

こ
の
３
年
間
（
２
０
１
８
年

11
月
か
ら
２
０
２
１
年
11
月
ま

で
）
庭
守
の
活
動
場
所
と
し
て

施
工
さ
せ
て
頂
い
た「
密
蔵
院
」

で
の
作
業
が
一
応
完
了
し
、
今

年
６
月
25
日
に
は
客
殿
に
お
い

て
打
ち
上
げ
食
事
会
を
ご
住
職

が
催
し
て
く
だ
さ
り
一
区
切
り

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
次
の
活
動
場
所
を
メ
ン

バ
ー
で
検
討
し
た
結
果
、
令

和
４
年
度
か
ら
の
数
年
間
で

１
０
０
㎡
ほ
ど
の
更
地
に
作
庭

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

場
所
は
横
浜
市
戸
塚
区
舞
岡

町
に
あ
る
木
下
庭
園
管
理
の
置

き
場
の
一
角
で
、
傾
斜
の
あ
る

長
細
い
地
形
で
す
。
場
所
の
提

供
を
進
言
し
た
の
は
私
、
木
下

（
木
下
庭
園
管
理
・
代
表
）
で

す
が
、
こ
の
土
地
を
今
後
仕
事

で
使
用
す
る
可
能
性
は
低
く
、

か
ね
て
か
ら
近
隣
住
民
（
特
に

お
年
寄
り
）
の
憩
い
の
場
を
提

供
し
た
い
と
考
え
て
い
た
と
こ

ろ
で
し
た
の
で
、
こ
の
機
会
に

庭
守
の
力
を
借
り
て
実
現
し
よ

う
と
考
え
た
次
第
で
す
。

　

庭

守

は

平

成

19

年

（
２
０
０
７
年
）
10
月
に
始
動

し
て
以
来
15
年
の
活
動
を
続
け

て
き
ま
し
た
が
、
メ
ン
バ
ー
の

技
量
も
向
上
し
、
も
は
や
講
習

会
の
域
を
出
て
作
品
を
残
し
て

い
く
活
動
へ
と
変
化
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
教
え
を
請
う
だ
け
の

立
場
か
ら
後
進
の
指
導
的
立
場

へ
と
成
長
し
、
造
園
人
と
し
て

個
々
の
職
人
と
し
て
作
品
を
残

す
べ
き
段
階
で
あ
る
と
考
え
場

所
の
提
供
に
踏
み
切
り
ま
し

た
。

　

傾
斜
を
吸
収
し
平
地
を
造
成

す
る
た
め
に
三
段
階
の
石
積
み

を
築
く
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と

思
い
ま
す
。
石
積
み
工
事
は
全

員
で
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
そ
れ
か
ら
先
は
個
人
個

人
で
場
所
を
選
ん
で
好
き
な
修

景
を
作
っ
て
行
か
れ
れ
ば
良
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

初
回
は
４
月
24
日
（
日
）
計

画
図
を
示
し
な
が
ら
概
要
の
説

明
を
行
い
、
大
ま
か
な
作
業
計

画
を
立
て
、
重
機
を
据
え
る
た

め
の
下
準
備
を
し
ま
し
た
。

　

置
場
に
ス
ト
ッ
ク
し
て
あ
っ

た
石
だ
け
で
は
足
り
な
い
の
で

６
月
10
日
に
有
志
９
名
が
真
鶴

か
ら
20
ｔ
も
の
石
材
を
調
達
し

て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら

を
６
月
12
日
（
日
）
に
18
名
参

加
で
荷
下
ろ
し
し
つ
つ
、
１
段

目
の
石
積
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

翌
週
６
月
19
日
（
日
）
も
19

名
が
参
加
し
て
石
積
み
に
汗
を

流
し
ま
し
た
。

　

次
回
の
作
業
は
も
う
少
し
涼

し
く
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
９

月
か
ら
再
開
の
予
定
で
す
。

　

お
客
様
の
庭
は
実
験
場
で
は

あ
り
ま
せ
ん
し
、
自
由
に
作
庭

さ
せ
て
も
ら
え
る
現
場
も
そ
う

は
巡
っ
て
き
ま
せ
ん
。
新
し
い

技
法
に
挑
戦
し
た
り
試
作
す
る

場
所
も
少
な
い
と
思
う
の
で
、

こ
の
機
会
と
場
所
を
有
効
に

使
っ
て
庭
守
メ
ン
バ
ー
の
更
な

る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も

こ
の「
庭
守
舞
岡
の
庭（
仮
称
）」

の
報
告
を
随
時
ア
ッ
プ
し
て
参

り
ま
す
。

　

な
お
、
新
規
入
会
希
望
者
も

随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
神
奈
川
県
造
園

業
協
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
入

　

午
後
か
ら
掃
除
と
片
付
け
を

行
い
３
時
前
に
は
終
了
と
な
り

ま
し
た
。
今
回
の
参
加
者
は
10

名
で
高
木
類
に
ま
で
手
が
出
せ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
次
回
11
月

の
作
業
で
全
体
的
な
ま
と
ま
り

が
付
け
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

え
ま
す
。

　

10
時
の
休
憩
後
は
中
低
木
類

に
も
手
を
入
れ
始
め
、
ロ
ウ
ヤ

ガ
キ
や
サ
ン
シ
ュ
ユ
な
ど
の
徒

長
枝
を
処
理
し
た
り
、
花
の
終

わ
っ
た
ア
ジ
サ
イ
な
ど
の
剪
定

を
し
ま
し
た
。
ツ
ツ
ジ
や
灌
木

類
は
な
る
べ
く
刈
り
込
ま
ず
、

ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
な
ど
も
手
鋏

で
切
り
戻
し
し
て
庭
の
風
情
に

合
わ
せ
ま
す
。

　

公
園
の
利
用
者
は
朝
の
う
ち

は
多
か
っ
た
で
す
が
、
昼
休
み

の
頃
に
は
暑
さ
を
避
け
て
帰
り

始
め
、
日
曜
日
に
し
て
は
人
影

の
無
い
公
園
に
蝉
の
声
だ
け
が

響
い
て
い
ま
し
た
。

　

作
庭
塾
庭
守
で
は
８
月
７
日

（
日
）
に
県
立
相
模
原
公
園
内

日
本
庭
園
の
植
栽
管
理
を
行
い

ま
し
た
。

　

２
０
１
４
年
の「
衆
遊
の
庭
」

竣
工
以
来
毎
年
４
月
、
８
月
、

11
月
の
ペ
ー
ス
で
植
栽
管
理
を

や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
以
前
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
そ
の

合
間
に
除
草
作
業
を
行
っ
て
く

だ
さ
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ

れ
ほ
ど
荒
れ
る
こ
と
も
無
く
管

理
の
一
助
と
な
っ
て
お
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
最
近

は
そ
の
除
草
作
業
が
行
わ
れ
て

い
な
い
よ
う
で
、
庭
園
内
は
雑

草
が
繁
茂
し
て
お
り
ま
し
た
。

外
周
等
は
機
械
刈
り
出
来
ま
す

が
、
下
草
が
植
わ
っ
て
い
る
部

分
は
当
然
手
除
草
と
な
り
手
間

が
掛
か
り
ま
す
。

　

互
い
に
有
用
な
下
草
を
確
認

し
な
が
ら
増
え
す
ぎ
た
物
は
整

理
し
つ
つ
丁
寧
に
作
業
を
進
め

ま
す
。
周
囲
の
木
々
が
強
い
日

差
し
を
遮
っ
て
く
れ
て
は
い
る

も
の
の
、
や
は
り
暑
さ
が
こ
た

■

作
庭
塾
「
庭
守
」
の
活
動
報
告
■

　
　
　
　
　
　
　
　
相
模
原
公
園
植
栽
管
理

除草作業

施工前施行中

➡ ➡

➡

施行後 施行前 施行後 施行前

➡

施行後 施行前参加者一同

会
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
の

で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
会
報
の

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
２
３
４
号
・

２
６
１
号
を
参
照
の
上
ご
応
募

く
だ
さ
い
。
以
下
は
そ
の
抜
粋

で
す
。

　「
庭
守
」
の
主
旨
と
は

一
、
現
在
危
惧
さ
れ
て
い
る
技

能
の
低
下
を
改
善
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。
二
、
日
常
経
験

す
る
機
会
の
少
な
い
技
や
知
恵

を
も
修
得
す
る
。
三
、
造
園
に

関
す
る
も
の
を
幅
広
く
、
か
つ

ユ
ニ
ー
ク
な
内
容
を
も
含
め
て

学
ぶ
。
四
、一
人
の
熟
練
し
た

経
験
者
に
頼
る
形
式
は
取
ら

ず
、
全
員
が
講
師
の
自
覚
を
持

つ
。
五
、
経
験
の
ま
だ
浅
い
人

は
、
将
来
業
界
の
指
導
的
立
場

に
立
つ
こ
と
を
意
識
し
て
参
加

す
る
。
六
、
特
定
の
価
値
観
や

持
論
や
技
能
を
一
方
的
に
押
し

つ
け
ず
、
多
種
、
多
様
な
価
値

観
や
技
能
を
認
め
る
寛
容
や
度

量
を
持
つ
。
七
、
会
費
は
年

一
万
円
と
す
る
。
補
足
１

：

協
会
会
員
で
あ
る
こ
と
。
補
足

２

：

活
動
日
は
概
ね
祝
日
や

日
曜
日
で
す
。

　
　
入
会
条
件

①
「
庭
守
」
の
主
旨
に
賛
同
出

来
る
方
。
②
雇
用
主
や
親
が
代

わ
り
に
申
し
込
む
の
で
は
な
く

本
人
の
希
望
で
申
し
込
む
こ

と
。
③
職
人
と
し
て
の
資
質
を

身
に
つ
け
て
い
る
方
。
④
生
涯

こ
の
仕
事
を
続
け
る
強
い
思
い

を
持
っ
て
い
る
方
。
⑤
欠
席
の

少
な
い
方
（
重
要
で
す
）。

　
（
情
報
委
員　

木
下　

透
）

着手前準備作業

石積み工事石積み工事
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月　日 概　要
  9/   2（金） 情報委員会　15：00 ～

  9/22（木）
防除関係者講習会（神奈川県農業技術センター）
第 1 回　10：00 ～ 12：00　第 2 回　13：30 ～ 15：30
公園緑地部会　15：00 ～

  9/27（火） 神奈川県副知事・県土整備局・環境農政局との予算要望ヒアリング　9：00 ～
  9/29（木） よこはま技能まつり打合せ　15：30 ～
10/   8（土） 技能士コース開講式・第 1 回　9：00 ～
10/15（土） 技能士コース第 2 回　9：00 ～
10/22（土） 技能士コース第 3 回　9：00 ～
10/29（土） 技能士コース第 4 回　9：00 ～

●会員等名簿の変更●
（ホームページ参照）

新入会員
○港北支部
　猿尾枷（サルオガセ）
　住所　〒223-0062　横浜市港北区日吉本町3-27-45
　代表者　片本弘太郎
　TEL045-562-3889　
〇神奈川支部
　いまむら造園㈱
　住所　〒221-0864　横浜市神奈川区菅田町712-6
　代表者　今村あふる
　TEL045-514-9611　FAX045-654-2241
○湘南東支部
　ガーデンサービス㈱
　住所　〒251-0017　藤沢市高谷1-11
　代表者　松尾英明
　TEL0466-26-5575　 FAX0466-55-1736

住所変更
○港北支部
　真田造園
　〒221-0864　横浜市旭区笹野台3丁目4-7-2
　TEL045-744-8035　FAX045-744-8037
〇旭支部
　㈱鶴松
　〒221-0864　横浜市保土ヶ谷区新井町492-8
　TEL045-489-4953　FAX045-489-4954
〇横須賀支部
　㈲尾上共同事業部
　〒240-0104　横須賀市芦名2-18-19
　TEL046-856-0456　FAX046-857-6448

社名変更
○横浜南支部
　（旧）植茂園　→（新）㈱植茂園
○賛助会員　<資材関係/その他>
　（旧）㈱ＩＨＩ教習所　代表者　武田博
　→（新）㈱nextＰＣＴ　代表者　足立真哉　　

代表者変更
〇緑北支部
　横浜庭苑㈱
　代表者（旧）土志田淳　→（新）川本和隆
〇保土ヶ谷支部
　㈲板津農園
　代表者（旧）板津博史　→（新）板津菊雄
〇金沢磯子支部
　㈲とみおか
　代表者（旧）森田智　→（新）森田淳
〇金沢磯子支部
　㈱ニッパツサービス
　代表者（旧）堀本守朗　→（新）鈴木潤一
〇金沢磯子支部
　横浜緑地㈱
　代表者（旧）樋熊浩明　→（新）瀧本靖
〇川崎支部
　松本造園㈲
　代表者（旧）松本康子　→（新）松本宣仁
〇湘南東支部
　㈲庭匠梅澤
　代表者（旧）梅澤保雄　→（新）梅澤淳仁　　

FAX変更
〇旭支部
　㈱大塚造園
　TEL番号　045-489-3460
　FAX番号　045-459-9020

事務局情報 （月間行事一覧）　●諸会議その他●

戸
塚
支
部

充
電
式
電
動
工
具

体
験
会

　

令
和
４
年
６
月
３
日
、
戸
塚

支
部
で
は
㈱
マ
キ
タ
様
の
ご
協

力
を
頂
き
充
電
式
工
具
体
験
会

を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

近
年
脱
炭
素
と
言
う
言
葉
を

耳
に
し
な
い
日
は
あ
り
ま
せ

ん
。
地
球
温
暖
化
が
も
た
ら
す

異
常
気
象
は
遠
い
外
国
の
問
題

で
は
な
く
、
我
々
の
日
々
の
暮

ら
し
に
も
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。
世
界
的
な
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
削
減
に
向
け
た
動
き
の
中

に
お
い
て
は
、
内
燃
機
関
（
エ

ン
ジ
ン
式
）の
使
用
を
見
直
し
、

電
動
式
を
採
用
す
る
事
で
少
し

で
も
地
球
環
境
を
守
り
育
て
る

こ
と
が
我
々
造
園
業
界
の
使
命

だ
と
思
い
ま
す
。

　

数
年
前
ま
で
の
電
動
工
具
は

出
力
も
弱
く
、
稼
働
時
間
も
短

い
と
の
理
由
か
ら
敬
遠
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
が
、
近
年
で
は
40

Ｖ
又
は
そ
れ
以
上
の
出
力
を
有

す
る
工
具
も
発
売
さ
れ
て
お

り
、
新
旧
を
比
較
し
ど
れ
ほ
ど

の
違
い
が
あ
る
か
を
体
験
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

最
初
に
マ
キ
タ
様
よ
り
充
電

式
工
具
全
般
の
説
明
を
頂
き
、

そ
の
後
各
自
手
に
取
っ
て
体
験

を
行
い
ま
し
た
。
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
で
は
実
際
に
直
径
３
０
０

㎜
程
度
の
伐
木
を
裁
断
し
、
エ

ン
ジ
ン
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
と
遜
色

無
い
切
れ
味
に
納
得
す
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
刈
払
機
・
ブ
ロ

ワ
ー
等
は
バ
ッ
テ
リ
ー
の
大
き

さ
に
よ
る
稼
働
時
間
等
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
近
年
の
充
電

式
工
具
は
ど
れ
も
エ
ン
ジ
ン
に

勝
る
と
も
劣
ら
な
い
力
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。

　

特
質
す
べ
き
は
音
の
静
か
さ

支支
部部
だだ
よよ
りり

支
部
だ
よ
り

で
す
。
早
朝
等
で
は
使
用
が
躊

躇
わ
れ
る
エ
ン
ジ
ン
に
比
べ
音

の
静
か
さ
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

と
な
り
ま
す
。
ま
た
始
動
性
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
に
お
い
て
も

部
品
点
数
の
少
な
い
充
電
式
は

理
に
か
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思

え
ま
し
た
。
稼
働
時
間
に
関
し

ま
し
て
は
バ
ッ
テ
リ
ー
を
数
個

用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
等

の
問
題
も
あ
り
ま
す
が
そ
れ
を

上
回
る
使
い
勝
手
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
充
電
式
を
敬
遠
し

て
い
た
参
加
者
も
、
体
験
し
て

み
る
と
旧
モ
デ
ル
や
エ
ン
ジ
ン

式
と
の
違
い
に
愕
然
と
し
、
早

速
導
入
を
検
討
す
る
会
員
も
お

り
ま
し
た
。

　

２
時
間
程
度
の
内
容
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
今
後
の
工
具
の

使
用
を
考
え
る
良
い
機
会
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
体
験

会
に
あ
た
り
説
明
及
び
機
材
を

用
意
し
て
頂
い
た
㈱
マ
キ
タ

様
、
会
場
の
提
供
を
し
て
頂
い

た
生
駒
造
園
土
木
㈱
様
に
改
め

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
情
報
委
員　

七
澤
久
信
）

「労務問題」「社会保険加入」

「就業規則」などに対応！

社会保険労務士による 経営無料相談

「労働基準法対応」 「社会保険料負担」

おお悩悩みみのの経経営営者者のの方方へへ！！

☑☑ 社会保険の加⼊が必須になっています
☑☑ 残業代⽀払いや有給消化の遵守が求められています
☑☑ 労働⼈⼝の減少がいよいよ深刻になります

「社会保険料の負担が厳しい・・・」
「⼩さな会社が、法令をどこまで守ればよいのか・・・」
「若い従業員の採⽤が難しい・・・」

メリット

〒231-0011 横浜市中区太田町6−79 アブソルート横濱馬車道ビル ４Ｆ

Tel. 045‐264‐8515 Fax. 045‐264‐8565

１．⼩規模企業の対応がわかります
２．造園業の労務対策がわかります
３．就業規則をチェックしアドバイス！

私私たたちちがが
おお答答ええ

ししまますす！！
ごご予予約約はは、、
神神造造協協会会員員
とと言言っってて

おお申申込込くくだだささいい


